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｢進路への教育｣(EAO: l’éducation à l’orientation)の導入は、これまで実質的に専門の相談員
が引き受けてきた進路指導を、協業という形で教員にも担わせる試みである。しかしなが





が、とりわけ大きな原動力となったのが、次の 2 つの制度であろう。 






有する。本章ではまず、｢職業発見｣の 2 つのプログラム DP3 と DP6 が進路指導、とりわけ
EAO においていかなる役割を果たしたか、教育課程基準と使用教材の分析を通じて検討し
たい。 
第 2 に、2008 年に中等教育全体  (コレージュ、普通･技術リセ、職業リセ)を貫く移行支
援プログラムとして設置された｢職業と教育制度の発見行程｣(PDMF:parcours de découverte 
des métiers et des formations)である。EAO の進化ともいえる PDMF は、｢教育的概念｣に依
拠した進路指導の発展という観点からみて特記すべきいくつかの特徴をもっているが、そ




















2 種類のカリキュラムに分かれており、週 3 時間履修の DP3(l’option facultative de 3 heures 
hebdomadaires)と週 6 時間履修の DP6(le module de 6 heures hebdomadaires)が用意されている。 
同省令によると、DP3 は第 4 学年に所属するあらゆる生徒に対して開かれた自由選択科
目であるが、全てのコレージュに設置されているわけではない４。DP3 を設置するコレー
ジュにおいては、生徒は第 2 現代語(外国語あるいは地域語)、古典(ギリシャ語あるいはラ
テン語)、DP3 の 3 つの中から 1 つを選択することができる。2006 年度現在、DP3 を履修す

































































て生じたものであり１５、コレージュ第 4 学年の選択科目｢テクノロジー｣(technologie)が DP3
へと変形した１６。また、｢テクノロジー第 3 学年･第 4 学年｣、および職業前準備学級(CPPN)
199 
などの｢交互補習領域｣(les dispositifs de remédiation par alternance)が 2001 年に｢職業準備コ
ース第 4 学年｣(PVP: les 3e préparatoire à la voie professionnelle)へと変わり、それがさらに














以上のようにして 2004 年に導入された｢職業発見｣は、2005 年 9 月から学校現場で実施




本項では、DP3 の実施要領である｢2005 年 2 月 14 日の省令｣１８と、同省令の趣旨を学校
現場に徹底させるために教員向けに作成されたハンドブック１９をもとに、国民教育省の規
定した DP3 のカリキュラムの特色を明らかにする。 



































ス｣(連続する時間)を構成しなければならない。したがって、DP3 は 1 時間の活動を週 3 回
行うのではなく、3 時間連続であるいは少なくとも 2 時間連続で行い、各活動の連続性を
高める必要があるという。1 年間の連続したシークエンスの形をなすことによって、DP3 
 
表 4-1 DP3 において目標とされるコンピテンシー  
A 職種と職業活動の発見  
A-1 職業を提示し、その任務、活動、使用されるツールについて把握する。  
A-2 職業環境(中小企業、芸術家、大企業、公務員など )に応じた職人的技能の行使の条件を識別する。 
A-3 発見した職業を、活動のタイプ (財とサービスの生産 )によって分類する。  
A-4 技術の進歩と、職業活動の進展の関係を示す実例を探求する。  
B 組織の発見  
B-1 特定の地方の実例を通して、多様な組織 (企業、公共サービス、団体 )を見つけ出す。  
B-2 サービス活動と生産活動との間の関係性を把握する。  
B-3 財あるいはサービスを生産する組織における当事者の役割を理解する。  
B-4 職業活動における男性と女性の地位を明らかにし、それらを分析する。  
C 教育の場所と方法の発見  
C-1 主な教育の場所と教育コースを発見する。  
C-2 主な免許状、職業資格へとアクセスすることができるコース (入門教育、継続教育など )を把握する。 
C-3 職業、教育、雇用に関係する公共組織 (CIO、ONISEP、ﾐｯｼｮﾝ･ﾛｰｶﾙなど)についてよく知る。  
C-4 職歴と教育課程 (履修コース )を関係づける。  










をはじめとする教育チーム(équipe éducative)２４のメンバーも、状況に応じて DP3 へ参加す
ることが認められている。また、DP3 には教科に比べて授業外の業務も多く、それらを効
率良く進めるためにも、教員は複数が望ましいのである。例えば、経営者団体である｢フラ
ンス企業運動｣(Movement des entreprises de France)などの外部パートナーとコンタクトをと
り、企業訪問などの校外活動を組織するのは学習指導チームの任務である。  
また、生徒に対しては、次のような 3 種類の評価が実施されることになっている２５。 
① 局部的に行われる形成的評価(une évaluation ponctuelle formative) 
1 年を複数の評価期間に区分して各期間で評価を行い、教員は生徒の進歩状況を確
認し、それを今後の指導に生かしていく。  
② 生徒が習得したコンピテンシーの評価  
 各期間において生徒がいかなるコンピテンシーを習得し、それをどの程度実際に活
用することができるかが評価される。  








な結果は、その他の自由選択科目と同様に前期中等教育修了証書(DNB: diplôme national du 
brevet)の取得試験に反映されることになっている。  
 
３．活動ノートからみる DP3 の実践原理  






(1) DP3 のカリキュラムにみる活動ノートの構成 
まず、前項で考察した DP3 のカリキュラムが、活動ノートにはどのように反映されてい




図 4-1 週 3 時間の｢職業発見｣(DP3)の教材 
 
されている。表 4-2 はこれらの活動やシークエンスが、①表 4-1 で示した DP3 の目標(A-1
～C-4)のどれを重視しているか、②前項で示した DP3 のアプローチの方法(Ⅰ～Ⅲ) のどれ
を重視しているか、③必修教科との関連が明記されているかどうかを示したものである。
この表からは、次のようなことが読み取れる。 
























関連する教科 ｼｰｸｴﾝｽの種類※ 関連する教科 ｼｰｸｴﾝｽの種類
フランス語 1-4  /  1-11  /  2-3  /  2-5  /  3-5  /  4-7. 数学 4-6.
地球生命科学 1-4  /  1-6  /  1-7  /  2-1  /  3-5. 造形美術 2-5.
テクノロジー 1-4  /  1-6  /  1-7  /  2-4  /  2-5  /  4-1  /  4-6. スポーツ・体育 3-5.
地理歴史 1-6  /  1-7  /  2-1  /  2-3 .
表4-3　必修教科とDP3のシークエンスの関連
　　　 　　　　　option 3 heures cahier d’activités, Delagrave, 2006を参考に筆者作成。
表4-2、表4-3の出典：Michel Bonte，René Bourgeois，Yvan Demangel，Découverte professionnelle
※　活動1のシークエンス4を、「1-4」と表記する。各シークエンスの内容に関しては表4-2を参照のこと。
種類 活動の内容 ①教育目標 ②ｱﾌﾟﾛｰﾁ ③教科
活動１　 経済・社会・文化雑誌の創作 A / B
ｼｰｸｴﾝｽ１ 地方の職業組織 A-3 /B-1 Ⅰ
ｼｰｸｴﾝｽ2 地方の経済組織 A-3 /B-1 Ⅰ
ｼｰｸｴﾝｽ3 企業の構造 B-2/B-3 Ⅰ
ｼｰｸｴﾝｽ4 企業における科学技術の進歩の影響 A-4 Ⅰ ○
ｼｰｸｴﾝｽ5 企業の役割 A-1/B-2/B-3 Ⅰ
ｼｰｸｴﾝｽ6 企業の歴史 B-1/B-2/B-3 Ⅰ ○
ｼｰｸｴﾝｽ7 企業環境 A-1/A-2/B-1 Ⅰ ○
ｼｰｸｴﾝｽ8 雇用の特徴 A-1/A-2 Ⅰ/Ⅱ
ｼｰｸｴﾝｽ9 企業を象徴する組織 A-3 /B-1 Ⅰ
ｼｰｸｴﾝｽ10 企業訪問 A / B Ⅰ/Ⅱ
ｼｰｸｴﾝｽ11 雑誌の編集 A / B Ⅱ/Ⅲ ○
活動2　 宣伝用パンフレットとポスターの創作 B
ｼｰｸｴﾝｽ１ 水と、水に関連する職業分野 B-1/B-2/B-3 Ⅰ ○
ｼｰｸｴﾝｽ2 家屋と、家屋に関連する職業分野 B-1/B-2/B-3 Ⅰ
ｼｰｸｴﾝｽ3 役所と役所での仕事 B-1/B-2/B-3 Ⅰ ○
ｼｰｸｴﾝｽ4 商品の製作と、製作に関わっている職種 B-1/B-2/B-3 Ⅰ ○
ｼｰｸｴﾝｽ5 パンフレットとポスターの製作 B-1/B-2/B-3/B-4 Ⅱ/Ⅲ ○
活動3　 発表のためのマルチメディア媒体の創作 A
ｼｰｸｴﾝｽ１ 職人的技能、仕事、職業活動とは？ A-1/A-2 Ⅰ
ｼｰｸｴﾝｽ2 横断的な職人的技能 A-1/A-2 Ⅰ
ｼｰｸｴﾝｽ3 職種の変遷 A-1/A-2/A-4 Ⅰ
ｼｰｸｴﾝｽ4 職種を定めている規則 A-2/A-3 Ⅰ
ｼｰｸｴﾝｽ5 到達するのが難しい稀な職種 A-1/A-2 Ⅰ ○
ｼｰｸｴﾝｽ6 職場における研修 A / B Ⅰ/Ⅱ
ｼｰｸｴﾝｽ7 発表 A / B Ⅱ/Ⅲ
活動４  ラウンドテーブルの推進 C
ｼｰｸｴﾝｽ１ 職業の選択 C-1/C-2 Ⅰ ○
ｼｰｸｴﾝｽ2 選択した職業に関する表象と実像 A-1/A-4 Ⅱ
ｼｰｸｴﾝｽ3 職業資格と国家免許状の水準 C-1/C-2 Ⅰ
ｼｰｸｴﾝｽ4 職業コース C-2/C-4 Ⅰ
ｼｰｸｴﾝｽ5 職業訓練 C-2/C-4 Ⅰ
ｼｰｸｴﾝｽ6 情報源 C-3 Ⅰ ○
ｼｰｸｴﾝｽ7 ラウンドテーブルの推進 C-1/C-2/C-3/C-4 Ⅱ/Ⅲ ○
活動5 職業についてのゲームの作成 A / B / C
ｼｰｸｴﾝｽ１ 評価 A / B / C Ⅱ/Ⅲ
ｼｰｸｴﾝｽ2 ゲーム A / B / C Ⅱ




ンス語｣(le français)、｢テクノロジー｣(la technologie)、｢地球生命科学｣(les sciences de la vie et 
de la terre)の 3 つに関して、DP3 との関係を具体的に検討してみたい２７。 
まず｢フランス語｣は、言語･文化の領域において基本的な知識を習得し、自分を表現する
力や物事を判断する力を身に付けることを目標としている。こうした判断力や表現力とい




















活動 3：発表のためのマルチディア媒体の創作  
  ｢職業｣というテーマにおいて、視聴覚媒体を用いた講演会の準備をしてほしいという
注文を受けて、音声付のスライドを作成する。この活動では、情報収集の手段として主





活動 5：職業についてのゲームの作成  



































される。これらは、横断的なコンピテンシーと DP に固有のコンピテンシーという 2 つの
領域に分類され、両者が交差している。前者は 3 つのカテゴリーに分けられているが、そ
れらは職業生活も含めた集団での社会生活において普遍的に必要とされる能力である。ま

























表 4-4  DP6 において目標とされるコンピテンシー 
[横断的なコンピテンシー] 
 情報を得て分析する。  
①情報と相談に関するリソース (年報やフローチャートなど )を発見する。  
②情報(電子通信システムなどにおける )の妥当性、信頼性、現実性に関する複数の基準を活用する。  
③計画的に行動し、探求、質問、面談、アンケート調査を展開する。  
 伝達し、組織し、決定する。  
①自己紹介することや、時間を守ることができる。また、収集したデータを整理し、適切に報告できる。  
②進路の選択を行い、その選択の根拠を示す。  




  を提示し、その困難を克服するための解決方法を検討する。  
④チェックと評価を総括し、その結果を重視する。  
[固有のコンピテンシー] ※  






※  A～C の軸に関しては、DP3 と類似しているため (表 4-1 参照)、割愛する。 




































５．進路指導の観点からみた DP3 と DP6 の差異 
 それでは、DP3 と DP6 のカリキュラム内容を踏まえて、改めて両者を比較･分析してみ
たい。フランスでは既に、カシャン高等師範学校のクランダル(Alain Crindal)と国立労働･
職業研究所のウブリエ-ボナ(Régis Ouvrier-Bonnaz)がこれらの実施要領の比較を試みている













































出典：Alain Crindal, Régis Ouvrier-Bonnaz, La découverte professionnelle , 2006, p.25.  
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てのみ有用な活動として捉えており、DP3 と DP6 の違いが意識されていない。2 つ目は、
職業的教養を一般教養と断絶したものとして捉え、DP3 の学習領域を過小評価する教員が
いることである。教科等で習得する一般教養とは結びつかない、職業に関する専門的教養
のみを学ぶ科目として DP3 を考えることは、その目的を無視してしまうことに等しい。  
 
(2) 進路指導としての役割の比較 
 さらに DP3 と DP6 が進路指導、とりわけ EAO において果たす役割について考えてみた
い。クランダルらは、DP の役割を分析するにあたり、ロス(Alistair Ross)の論考を参考にし
ている。ロスは、20 世紀イングランドの伝統的なカリキュラム論を、その中核を構成する
要素に注目して次の 3 つの分類している４０。 
① 内容主導型(content-driven)：科目をベースにしており、アカデミックであることを
重視する。  
② 目的主導型(objectives-driven)：職業的な実用性、社会的な有用性を重視する。  




た 3 つの軸を DP と関係付け、具体的な 3 つの役割を示している４２。第 1 の軸(①)は、従
来の一般教養とは異なる DP に固有の教養を生徒に受け入れさせ、理解させることにつな





見出せる。このように、DP の役割は｢受容｣、｢方向付け｣、｢矯正｣の 3 つに分類できるが、
図 4-2 に示されるようにどの役割に重点を置くかのバランスは DP3 と DP6 で大きく異なっ
ている４３。  
まず DP3 に関しては、それぞれの役割への重点の置き方に偏りがみられる。第 1 に｢受
容｣は、3 つの役割の中で最も重視される。教科教育による一般教養の習得に取り組んでき
た生徒にとって、DP3 の学習内容は異文化のようなものであり、その｢受容｣は大きな課題






















図 4-2 DP3 と DP6 の役割の比較  
出典：Alain Crindal, Régis Ouvrier-Bonnaz, La découverte professionnelle, 2006, p.28. 
 
性｣を備えている。したがって、DP3 はこれらに匹敵するような充実した内容(contenus forts)





その重要性は他の 2 つに比べて相対的に低いとされる。なぜなら、DP3 は学業に関して何
か特別な問題を抱えた生徒を対象にしているわけではなく、学習状況の改善は特に期待さ
れていないからである。 
それに対して、DP6 に関しては 3 つの役割がバランスよく均等に提示されている。すな
わち、第 1 に｢受容｣については、DP3 と同じ理由で重視される。第 2 に｢方向付け｣という
役割も欠かすことができないものであろう。DP6 を履修する生徒の多くは職業リセに進学
し、第 5 水準の資格を取得した後、就職することが想定されている４４。そのため、生徒に  
は比較的早期から就きたい職業を意識させ、必要な資格を取得できる進路へと｢方向付け｣









まず指摘されるのが、DP3 と DP6 のカリキュラム上の違いが現実の実践に反映されてい
ないことである。DP3 と DP6 の 2 種類があるにもかかわらず、｢DP｣という単一の名称で
両者が一括され、成績の振るわない生徒の溜まり場としてみなされる場合も少なくない。
さらに、DP3 と DP6 それぞれに、本来の理念の実現を阻む壁が存在する。 
DP3 については、第 1 に 2006 年度で 10％という履修率の低さは問題であろう。2005 年
211 
度に履修者数が 38,653 人、全体の 5％であったことを考えると４６、その割合・人数ともに
1 年間の間に倍増しているが、とても十分な水準とはいえまい。その原因として、既に指








は大部分のコレージュに DP3 が設置され、生徒の 6 分の 1 がこれを履修している。他方で、




報告もある。例えば、アミアンにあるコレージュ･セザール･フランク校 (Collège César 
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文脈に応じて｢職業｣あるいは｢職種｣と訳し分け、とりわけ②の意味の場合には｢職人的技
212 
                                                                                                                                                                             
能｣と表記する。  
３
 “découverte professionnelle en classe de 3e” , http://www.education.gouv.fr/cid157/decouverte 
-professionnelle-en-classe-de-3e.html(2007.6.2). 
４
 例えば、パリ大学区では 2007 年度現在、111 校あるコレージュのうち 68 校が DP3 を設
置している(ONISEP, Le collège dans l’académie de Paris, 2007, p.13)。  
５
 Julie Chupin, “Au collège,la vie professionnelle en option” , Le monde de l’éducation, no 358, 
2007, p.33. 
６
 フランス政府は、教育を受けた年数に応じて職業資格を 5 段階に分類し、全国職業資格
目録として発表している。最も低い第 5 資格水準以上の資格を取得した生徒の割合は、
2006 年度で 92.4％である(Ministère de l’éducation nationale de l’enseignement supérieur et 
de la recherche, Repères et références statistiques sur les enseignements，la formation et la 
recherche, 2007, p.101 [以下 Repères とする]). したがって、何の資格も取らずに学校を離




(Roger-Françis Gauthier, <module>, in Philippe Champy, Christiane Étévé(dir.), Dictionnaire 
encyclopédique de l’éducation et de la formation , 3e édition, Retz, 2005, p.644)。  
８
 ONISEP, L’orientation au collège, Collection INFORMER, 2007, p.25. 
９
 その他の 2 つの目標は｢教育制度の理解｣と｢自分自身に対する肯定的な表象の構築｣であ
る(第 3 章 2 節参照)。 
１０













育相の教育政策を中心として―｣『日仏教育学会年報』第 8 号、2002 年、14-22 頁参照。  
１３
 Françis Ropé, <compétence>, in Philippe Champy, Christiane Étévé(dir.), op.cit., pp.197-199. 
１４
 Commission présidée par Pierre Bourdieu et François Gros, Principes pour une réflexion sur 
les contenus d’enseignement, 1990, p.12. ブルデューとグロを委員長とする教育内容検討
委員会、堀尾輝久解説「教育内容の検討のための諸原則」『世界』第 541 号、岩波書店、
1990 年 5 月号、141 頁参照。 
１５
 “découverte professionnelle au collège” , http://eduscol.education.fr/D0072/dp_accueil.htm 
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(2007.8.13). 
１６
 1999 年に改訂された｢テクノロジー｣のカリキュラムでは年間約 20 時間が｢職業の発
見｣(découverte des professions)の活動に割り当てられており、これが DP3 の原型になっ
た(B.O. hors-série no 10 du 2 nov.1999, pp.4-9)。  
１７
 Alain Crindal, Régis Ouvrier-Bonnaz, La découverte professionnelle : guide pour les 
enseignants, les conseillers d’orientation psychologue et formateurs , Delagrave, 2006, p.21. 
１８
 Arrêté du 14-2-2005(NOR：MENE0500301A), B.O.no 11 du 5 mars 2005, pp.570-573. 
１９
 Ministère de l’éducation nationale de l’enseignement supérieur et de la recherche , 
Vade-mecum découverte professionnelle option facultative 3 heures , 2006, http://eduscol.ed 
ucation.fr/D0072/dp3h_vademecum.pdf(2007.11.24). [以下 Vade-mecum 3 heures とする] 
２０
 Arrêté du 14-2-2005(NOR：MENE0500301A), op.cit., p.571. 
２１
 Ibid., p.571. 
２２
 Vade-mecum 3 heures, pp.4-5. 
２３
 Ibid., pp.7-8. 
２４
 EAO を担っているチームで、担任教員、COP、生徒指導専門員(CPE)、資料専門員で構
成される(第 3 章 2 節参照)。  
２５
 Vade-mecum 3 heures, pp.8-10. 
２６
 Michel Bonte, René Bourgeois, Yvan Demangel, Découverte professionnelle option 3 heures 
cahier d’activités, Delagrave, 2006. 
２７
 Ministère de l’éducation nationale de l’enseignement supérieur et de la recherche，Classe de 
troisième découverte professionnelle option facultative: document d’accompagnement, 2005, 
pp.26-29, http://eduscol.education.fr/D0082/dpdocac3h.pdf(2007.11.24). 
２８
 Michel Bonte, René Bourgeois, Yvan Demangel, op.cit., pp.5-111. 
２９
 Edger Morin et les autres, Relier les connaissances:le défi du XXIe siècle , Seuil, 1999. 石堂
常世｢エドガー･モランの教育改革論にみる｢思考｣革命‐カリキュラム改革を方向づけ
る現代の認識論‐｣『早稲田教育評論』第 20 巻、第 1 号、2006、9 頁参照。 
３０
 Michel Bonte, René Bourgeois, Yvan Demangel, op.cit., p.3. 
３１
 Alain Crindal, Régis Ouvrier-Bonnaz, op.cit., pp.27-29. 
３２
 Arrêté du 14-2-2005(NOR：MENE0500302A), B.O.no 11 du 5 mars 2005, pp.574-578. 
３３
 Ministère de l’éducation nationale de l’enseignement supérieur et de la recherche , 
Vade-mecum découverte professionnelle module 6 heures , 2006, http://eduscol.edu 
cation.fr/D0072/dp6h_vademecum.pdf(2008.1.27). [以下 Vade-mecum 6 heures とする] 
３４
 Arrêté du 14-2-2005(NOR：MENE0500302Ａ), op.cit., p.574. 
３５
 Vade-mecum 6 heures, pp.5-6．  
３６
 Ibid., p.4. 
３７
 Ibid., p.8-10. 
３８
 Alain Crindal, Régis Ouvrier-Bonnaz, op.cit., pp.24-29. 
３９
 Ibid., p.25．  
４０
 Alistair Ross, Curriculum :construction and Critique, Falmer Press, 2000, pp.97-149. 
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４１
 Ibid., p.147. 例えば、エリート教育は第 1 の軸を、職業訓練は第 2 の軸を、教育の機会
均等は第 3 の軸を重視するようなカリキュラムになっているという。  
４２
 Alain Crindal, Régis Ouvrier-Bonnaz, op.cit., p.27. 
４３
 Ibid., pp.27-29．  
４４
 具体的には、職業教育免状(BEP)、職業適性証書(CAP)などを取得する。これらの職業
資格は非常に細分化されているため(CAP で約 300 種類、BEP で約 60 種類)、コレージ
ュ第 4 学年におけるコース選択は非常に重要である。職業資格については、堀内達夫
｢職業技術教育｣、原田種雄、手塚武彦、吉田正晴、桑原敏明編『現代フランスの教育』
早稲田大学出版部、1988、168-180 頁に詳しい。  
４５
 第 1 章 2 節を参照のこと。 
４６
 Repères, p.105. 
４７
 Julie Chupin, op.cit., p.33. 
４８
 Ibid., p.33。  
４９
 Frédéric Jdenak, “La DP6:vers une orientation réussie pour des élèves en grande difficulté”，
Dominique Odry (coord.), L’orientation, c’est l’affaire de tous : 2. les pratiques, 2007, p.138)。 
５０
 ONISEP, 2007, op.cit., p.4. 
５１
























第 2 節 ｢職業と教育制度の発見行程｣を通じた移行支援 
 
１．PDMF 導入の背景と経緯 





2000 年 12 月、欧州連合はビアリッツにおいて『欧州覚書』(Le mémorandum européen)を





 さらに、欧州議会および欧州評議会は、2006 年 12 月 18 日に｢生涯を通した学校教育と
職業訓練のためのキー･コンピテンシー｣(compétence clés pour l’éducation et la formation tout 
au long de la vie)に関する勧告を採択した３。これらのうち、｢学び方を学ぶ｣(Apprende à 
apprendre)、｢社会的･市民的コンピテンシー｣(compétences sociales et civiques)、｢自主性･進
取の精神｣(Esprit d’initiatives et d’entreprise)の 3 つを達成するという目的が、PDMF の開始
に向けた原動力になったとされる４。 

















第 2 に、2005 年に教育基本法として｢未来の教育のための基本計画法｣８が制定され、そ
の方向性に沿った進路指導の遂行が求められるようになったことである。同法の付属報告
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書では、同一世代の 100％が最低水準(第 5 水準)の資格に、80％をバカロレア水準に、50％
を高等教育段階の免許状に到達させることが目標として掲げられた９。3 つの数値目標のう
ち、前者 2 つは 1986 年に国民教育大臣シュヴェーヌマン (Jean-Pierre Chevènement, 在
1984-1986)によって表明され、1989 年教育基本法(ジョスパン法)に引き継がれたが、未だに







また同法第 9 条に従って、｢2006 年 7 月 11 日の 830 号政令｣１０において義務教育段階で
全員が必ず習得するべき ｢共通基礎知識技能 ｣ (socle commun de conaissances et de 
compétence)が制定されたことも PDMF 創設を後押しした。ここに示された 7 項目のうち、
進路指導を通した育成が期待される｢6.社会的･市民的コンピテンシー｣と｢7.自主性･自発
性｣(l’autonomie et l’initiative)は、コレージュにおける PDMF の中軸に位置づけられている。  








図 4-3 第 5 水準(中等教育第 2 年学年修了)資格到達者の割合の変遷  
出典：Ministère de l’éducation nationale, Repères et références statistiques sur les enseignements，
















図 4-4 各種バカロレア取得者の割合の変遷  
出典：Ministère de l’éducation nationale, Repères et références statistiques sur les enseignements，
la formation et la recherche, 2010, p.219. 
 
表 4-6 資格、性別、教育制度離脱後の年数に応じた失業率  (2009-2010 年度)  単位(％) 






教 育 制度 を離 脱
後 1～4 年  
22.2 18.2 9.6 23.1 49.2 20.2 
教 育 制度 を離 脱
後 5～10 年  
10.4 10.7 4.8 11.9 26.5 10.5 
教 育 制度 を離 脱
後 11 年以上  
6.6 7.5 4.3 6.3 10.8 7.0 
※ CAP：certificat d’aptitude professionnelle(職業適性証書)        
BEP：brevet d’études professionnelles(職業教育免状) 






２．PDMF の基本的構造  
(1)PDMF の理念 
｢2008 年 7 月 11 日の 92 号通達｣(以下｢92 号通達｣)によると、PDMF の目的は次の通りで
ある１１。 
① 現時点での学習活動と生徒が構築する進路行程とのつながりを認識させる。  
② 家庭内や自らの生活圏において遭遇する職業と教育に対する｢表象｣(représentation)
を越えて個人の視野を拡大する。  












って構成されるという(表 4-7)。この 3 側面は、2008 年度の欧州議会決議を土台として定め
られたが、同時に EAO の｢固有のシークエンス｣における 3 つの目標にも対応している。し





















表 4-7 PDMF の 3 側面と｢2008 年欧州決議｣および｢進路への教育｣との関係  
PDMF の 3 側面  ｢2008 年欧州決議｣ ｢進路への教育｣の目標  
1．職業の発見  


















Ministère de l’éducation national, Apprendre à s’orienter tout au long de la vie , 2009, pp.2-3. 
Conseil de l’Union Européenne, “Resolution du Conseil sur Mieux inclure l'orientation tou t au long de la 
vie dans les strategies d'education et de formation tout au long de la vie”, 2008.  
Circulaire No 96‐204 du 31‐7‐1996, B.O. no 31 du 5 sept.1996, pp.2070‐2080. 
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表 4-8 ｢職業段階と重要局面｣に含まれる主な行事  実施時期  
        活動の名称             学年  
コレージュ  リセ･職業リセ  
2 3 4 1 2 3 
｢職場観察のシークエンス｣ 
(séquence d’observation en milieu professionnel) 
△  〇  △  △  △  △  
｢学校公開日｣(journéé dans un établissement de formation)  〇    〇   
｢進路個人面談｣(Entretiens personnalisé d’orinetation)   〇 ※ 〇 〇 
｢進路指導･教育パスポート｣(passeport orientation formation)の作成  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
｢職業人や卒業生との面談｣ 
(rencontres avec professionnels et des anciens élèves) 
△  △  △  △  △  △  
｢積極的進路指導｣(orientation active)     〇  〇  
 〇：必修  △：随時実施 ※職業リセのみ必修 




組みが｢進路指導･教育パスポート｣である。｢92 号通達｣によると、それは PDMF における
探究活動を記録した｢フォローアップのための個人簿｣(un livret personnel de suivi)であり、
生徒の歩んできた経歴やプロジェクト、各学年において習得した知識とコンピテンシー、
および経験のヒストリーを包含する。パスポートは PDMF の 3 側面を結びつける役割を果
たしており、以下のことを可能にする１５。 
① 個人的な発見と内省が準拠している水準や学年を識別する。  
② 学校･都市･家族生活の範囲内において、市民的･社会的･スポーツ的･共同的参加と
いう名目で生徒が実施した活動に言及する。  




































者が PDMF の目標と間接的に関わるのに対し、後者は重なる部分が多く 3 側面の内容が含
まれている(図 4-6)。  
表 4-9 は 3 年間にわたる展開を示したものであるが、各教科、｢学級生活の時間｣(heure de 
vie de classe)
１８、｢職業段階と重要局面｣が主な活動領域として想定されている。教科指導




第 2 学年では、｢職業という広大なパレット｣(une large palette de métiers)を理解するため、
職業に関する調べ学習や、企業訪問や職業人との面談など体験活動が実施される。例えば、








と海洋リセを含む)で 1 日を過ごし、多様な教育機関の特徴を把握することになっている。 
第 4 学年では、2005 年から導入された｢職場観察のシークエンス｣２１が組み込まれている。
PDMF によって生徒は 4 年間のうち最低 10 日間、労働世界や職業人との交流の中で過ごす
ことが義務付けられたが、その中の 5 日間がこのシークエンスに充てられる。また、週 3























図 4-6：共通基礎知識技能と PDMF の関係 
























(｢職業の発見｣と関わる箇所に  、｢教育の発見｣と関わる箇所に  、｢自己評価･自己理解｣と関わ
















表 4-10 は 3 年間にわたる進行過程を示したものであるが、コレージュでの活動との接続
が意識された内容になっている。以下では、各学年における活動の特徴を端的にまとめて
みたい２３。  






程(STS)、グランゼコール準備学級のいずれかで 1 日過ごすことが義務付けられている。  







                                                        
１
 Francis Danvers, “orientation”, in Philippe Champy, Christiane Étévé(dir.), Dictionnaire 
encyclopédique de l’éducation et de la formation , 3e édition, Retz, 2005, p.691. 
２
 第 5 章 3 節の第 4 項も参照されたい。  
３
 “Recommandation du parlement europeen et du conseil du 18 decembre 2006 sur les 
competences cles pour l'education et la formation tout au long de la vie”, Journal officiel de 
l'Union européenne, L 394 du 30.12.2006, pp10-18. 
４
 Ministère de l’éducation national, Apprendre à s’orienter tout au long de la vie: 15 repères pour 
la mise en œuvre du parcours de découverte des métiers et des formations , 2009, p.2. 
223 
                                                                                                                                                                             
５
 Conseil de l’Union Européenne, “Resolution du Conseil sur Mieux inclure l'orientation tout au 




 Ministère de l’éducation national, 2009, op.cit., p.2. 
７
 Bernard Desclaux ,“L’éducation à l’orientation en tant qu’innovation”, in Francis Danvers(dir.), 
Perspectives documentaries en éducation :l’éducation à l’orientation, No60, INRP, 2003, p.20. 
８
 Loi n°2005-380 du 23 avril 2005 d’orientation et de programme pour l’avenir de l’école, B.O.no 
18 du 5 mai 2005, pp.I-XIV. 
９
 “rapport annexé”, Loi n°2005-380 du 23 avril 2005, http://www.senat.fr/leg/tas04-090.html 
(2010.8.31).  
１０
 Décret n°2006-830 du 11-7-2006, B.O. no 29 du 11 juillet 2006, pp.I-XV.  
１１
 Circulaire n°2008-092 du 11-7-2008, B.O. no 29 du 17 juillet 2008, p.1470. 
１２
 Ministère de l’éducation national, 2009,  op.cit., p.3. 
１３
 “Les temps forts de l'année scolaire”, http://www.education.gouv.fr/cid165/les-temps-forts-de 
-l-annee-scolaire.html(2010.9.12) 
１４
 Circulaire n°2008-092 du 11-7-2008, op.cit., p.1473. 
１５
 Ministère de l’éducation national, 2009 , op.cit., p.7. 
１６
 ONISEP, Formation-Passeport Orientation (WebClasseur), 2009, pp.5-7. 
１７
 筆者が 2009 年 9 月 25 日に ONISEP で実施したシャンボンへのインタビューより。  
１８
 ｢学級生活の時間｣における進路学習については、第 3 章の 2 節を参照されたい。   
１９
 Circulaire n°2008-092 du 11-7-2008, op.cit., pp.1471-1472. 
２０
 ONISEP, Au collège: le parcours de découverte des métiers et des formations , éqipes 
éducatives, 2008, p.23. 
２１
 Décret n°2005-1013 du 24-8-2005, B.O.no 31 du 1 septembre 2005, pp.Ⅹ-ⅩⅡ. 
２２
 Ministère de l’éducation national, 2009,  op.cit., p.3. 
２３











表 4-9 前期中等教育における PDMF の展開               (出典：Ministère de l’éducation national, Apprendre à s’orienter tout au long de la vie, 2009, pp.12-15 より筆者作成) 
学年 コレージュ第 2 学年 コレージュ第 3 学年 コレージュ第 4 学年 
























































































































化：｢職業発見｣(週 3 時間の選択科目と週 6 時間のモジュー
ル)も PDMF に加えられる。 
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表 4-10 後期中等教育における PDMF の展開                  (出典：Ministère de l’éducation national, Apprendre à s’orienter tout au long de la vie, 2009, pp.17-21 より筆者作成) 
学年 普通･技術リセ／職業リセ第 1 学年 普通･技術リセ／職業リセ第 2 学年 普通･技術リセ／職業リセ第 3 学年 
主要な活動 リセからバカロレア後に至る有用な情報を探索し、組織する。 バカロレア後に向け自分を投影し、推論し、見積もり、予測する。 最終決定し、選択を実行し、提示し、伝達する。 
目標 
●リセにおける教育コースの次に来るものを準備する。 





















































































































































(EAO)が導入された折から検討されていた。つまり、第 3 章で示したように、｢1996 年 7 月


































表 4-11：教科指導における EAO の目標  
学習領域 目標(習得が期待されるコンピテンシー ) 





全 て の 教 育 活
動、特に教科指
導  














当クラスの生徒の進路指導や生活指導に携わる担任教員(professeur principal)が存在する。  
第 3 章で確認したように、1998 年の全国調査によると５、EAO は｢学級生活の時間｣で行
われることが最も多く、教科指導(｢他の授業時間｣)は 3 割前後にとどまる。また、EAO の
学校教育プロジェクト(le projet d’établissement)の作成に参加している教科担当は、4 割前後
(第 2 学年:43％、第 3 学年:45％)に過ぎなかった。 












と 9 割を超える。 
以上のように、EAO 創設から十数年を経て、ようやく公的文書に示された理念は学校現
場に根付き、教科への統合が促進されたと考えられる。他方、EAO に｢固有のシークエン












と、教員養成７が不十分であることの 2 点を挙げている８。 
 
 
出典：Éducation & formations, no 77, novembre 2008 , pp.32-33. 
 














a / b.情報の活用 /選択 90 50 90 90 90 90 90 
c.自己評価 50 80 40～60 40～60 40～60 40～60 40～60 
d.長所と短所の評価  40 50 40 50 40 60 30 
e.チーム活動  70 100 80 60 80 60 40 
f.観察によるアプローチ  70 70 90 60 60 80 70 
※ a～f は表 4-11 に対応  
出典：Éducation & formations, no 77, novembre 2008, p.33 より筆者作成。  
 
 
18 16 18 17 15 20 
52 52 56 50 
41 
54 























 特に、DP3(週 3 時間実施)は学際性を重視しており、労働社会･職業社会と関連づけるこ
とで、教科において習得した一般教養を補完し拡大する機能をもっている。ここでは、DP3
用の学習ノートの中からいくつかの単元を取り出し、具体的に考察してみたい９。 




第 2 に、｢活動 2-4 商品の製作と製作に関わる職種｣では、1 つの製品が開発され、消費者
の手元に届き使用されるまでのプロセス、いわば商品の｢生涯｣について学習する(図 4-9)。
教科との関連としては、｢テクノロジー｣との結びつきが深い。  





























図 4-8 水および水に関連する活動分野 (活動 2-1) 
出典：Michel Bonte, René Bourgeois, Yvan Demangel, Découverte professionnelle option 3 heures 





る DP3 であるが、担当教員の専門領域に偏りがみられることである。すなわち、その 48％
がテクノロジーに集中しており、他教科は 10％前後にとどまる１１。さらに、本章 1 節で示




2008 年に導入された PDMF は、コレージュ第 2～第 4 学年の生徒に、教科を通じた｢職
業の発見｣(三側面の 1 つ)を義務づけており、教科指導と進路指導の融合に寄与することが
期待されている。そのため、国立教育･職業情報局(ONISEP)は 2006 年～2009 年にかけて、
｢地球生命科学｣(les sciences de la vie et de la terre)、｢フランス語｣(le français)、｢地理歴史｣
(Histoire-géographie)、｢英語｣(Anglais)、｢数学｣(mathématiques)の 5 科目において、専用の教






























図 4-9 商品の製作と製作に関わる職種 (活動 2-4) 
出典：Michel Bonte, René Bourgeois, Yvan Demangel, Découverte professionnelle option 3 heures   




図 4-10 教科を通した EAO と PDMF のための教材  
 
教材『英語と職業の発見』(Anglais et découverte des métiers)は、職業世界の理解と教科と
しての｢英語｣との関連づけを促進することを目的に、中小企業交互訓練管理組合 (AGEFA 











国語｣の一科目として設置されている。｢外国語｣は、コレージュでの 4 年間に、第 1 段階
(Palier1)と第 2 段階(palier2)に分けて習得されることになっている。前者は｢欧州言語共通水
準枠｣(CEF: the common European framework of referance for languages )における A2 レベル、
後者は B1 レベルへの到達を目標とする１４。ここでは、第 4 学年を問題にしているため、


















にある海外の足跡/しるし｣(traces/signes de l’ailleurs chez nous)、｢学校世界/社会｣(le monde de 















それでは、学習指導要領に示された特色を考慮しつつ、EAO と PDMF のための教材『英
語と職業の発見』について考察を試みる。  
















































































進路に関するアドバイス  ○ ○  ○ ○ ○       
好きな仕事を見つける  ○ ○  ○   ○ ○     











10 代の夢：進路選択ﾄｯﾌﾟ 10 ○   ○   ○    ※2  
仕事は喜びか苦痛か  ○   ○   ○ ○     
仕事について語る人々    ○    ○ ○     





放課後の仕事  ○ ○  ○ ○        
パート・タイムの仕事    ○   ○ ○      
海外で働く  ○ ○  ○ ○   ○     






仕事をする機会    ○  ○ ○ ○      
求人広告 ○ ○     ○      
履歴書を書くための秘訣  ○    ○    ○    
仕事についてのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ  ○     ○ ○ ○   ○ 
※1 補助動詞の”should”  ※2 比較級と最上級  













は表 4-12 でも確認されている。  
さらに特徴的なのは、4 つのテーマの末尾にそれぞれ 4～5 頁にわたって｢洞察学習｣(mise 























図 4-11 単元「仕事は喜びか苦痛か？」／資料 






4 学年末に行われる進路面談に向けた準備の一環としてみなされる。  




















ように、午前 6 時 30 分と早くから仕事を始










































出典：ONISEP, Anglais et découverte des métiers, éqipes éducatives, 2008,p.29. 
 
(pour aller plus loin)の欄には、ONISEP の資料が紹介されており、単元で取り上げた職業に
ついてより詳しく調べることができるようになっている(a)。  
 
 (3)教材の利用に関する問題  
以上のように、『英語と職業の発見』は進路指導(特に EAO と PDMF)の目標と教科とし
ての｢英語｣の目標を両立させた優れた教材であるといえるが、実際に学校現場で利用され
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得水準の向上を目指すフランス国内の政策事情も後押しし５、2008 年に PDMF が導入され
たのである。  




3 に、10 日間の企業研修を生徒に義務付けている。そして、第 4 に各教科を通じた職業と
教育制度の発見を重視していることである。  





















時間｣を用いた COP の進路相談を軸としていたが、EAO の導入以後、次第に教員の関与が
強められてきた。さらに、｢職業発見｣や PDMF の創設も、｢学校外時間｣で実施されてきた
EAO の一部を｢学校時間｣に包含する動きであり、同じ延長線上にあると考えられる。この
点について、次章では主に COP 側の視点から詳しく検討してみたい。  
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 筆者が訪問したリヨン郊外のコレージュ･マリア･カザレス校(Collège Maria Casares)でも
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